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明 治 製 菓 大 阪 工 場 見 学 記

短食ニ ノニ

 国鉄沿線高槻にある鉄筋コンクリー ト三階婬の長さ

200m,巾20mの 白い建物が明治製菓株式会社大阪

工場である。

 入 口を入れば正面 に衛生状態がAの 秀 と云 う紙が貼

られているのが一番に 目についた。明るく塵一つ落ち

ていない美 くしさは,さ すがに食品工場 と云 う感じを

受けた。

 二階の広間で,出 して下さつたビスケットとクラツ

カーを頂 きなが ら,こ の工場の製造工程の映画を見て

後,実 際の製造の模様を見せてもらつた。

 ここでは ビスケツ トとクラッカーが作 られている。

昭和30年4月 に出来た新 しい工場で日産40ト ンの能力

を もち,機 械設備はすべてオー トメーション化 され,

原料の仕込みか ら製 品となつて倉庫へ流れこむ まで殆

ん ど人手に触れない と云 うCT(cyclo-therm)system

brndの 装置を もつている。 この機械はスイスか ら輸

入された高能率で衛生的な ものである。

 この工場の特徴

1. 衛生的設備

 衛生管理は少 しで も人手に触れ る機会を少な くする

   これはオー トメーションによつ て果 され て い

 る,他 の工場の1/7」・の人手で行われていると云われ

 た。

2.品 質 管 理

 良質で しか も製品が均一である事。 自動的に一慣 し

 て行われ る為 変型や焼けむ ら等が出来ない。

3.生 産能率を上げ る

 限られた価格の内で出来るだけ優秀な ものを作る為

には技術の練磨をはか り量産す る事。

又,食 生活改善の叫ばれている時であ り,良 質原料を

使用し,カ ロ リー,栄 養素,嗜 好も十分考慮 されてい

ると云つてお られた。

  製 浩 工 程

○ ビスケ ツ ト

 原 料倉 庫→ ドウ ミキサ ー一〉ドウシーター一・ロータ リ

 ーモ ール ダー→ ダ ブル オ カデポ ジツター→ス テイー

右 田 桂 子

ルバ ン ドオ ーブ ンー〉ス タツキ ン グtシ ン→冷 却 コン

ベ アー・バ ツキ ングテー ブルーか製 品倉 庫

○ クラッカー

 原料倉庫一・ドウ ミキサー→ ドウシータ→カツテイン

 グェボツシングマシンー→ワイヤーパ ン ドオーブン→

 オイルスプレイングマシンー》ス タツキンクマシン→

 冷却 コンベアー・バ ツキングテーブル→製品倉庫

 クラッカーは クラック(砕 け る)す るもの と云 う名

の通 り砕けやすい性質を持つているこのクラッカーの

製造は

原料…精選 された小麦粉を使用する。 とける様な口あ

た りは この為で,シ ョー トニング油の選定もクラツカ

ーの生命を左右す る。サ クサ クした歯ざわ りは小麦粉

を主体 とす る生地の各分子間に油が充分に分散 し,取

囲んでいなければならない。これにイース ト,麦 芽糖

砂糖…塩を加え,燐 酸アンモニウム,重 曹によつてP

Hを 調整す る。

混合…以上の原料を ドウ ミキサ ーにかけて,む らなく

混合す る。

醗酵…これを更 に醸酵 させ る。

圧延… ドウブレーキによつて生地を圧延 し,一 定の厚

さにす る。 この時,強 圧延や折重ねが多 くなる事は ク

ラッカーに とつて絶対禁物。

焙焼…瞬間的な高温焙焼 と同時に蒸気を抜 く事が必要

で,こ の為に ワイヤーメツシュ,パ ン ドオープンが使

われている。セボ リークラツカーはオイルスプレイン

グマシンに よつて植物性高級油脂が吹きつけ られ る。

冷却…オープンを出た クラッカーは徐々に冷却する事

が必要で,こ れにより真の香 り高い風味が 確 保 され

る。

包装…冷却 された クラッカーはそれぞれ品種別に自動

秤量包装機で包装 される。容器 の組立て内容 の秤量充

填封絨箱詰等 一切人手を要 さない。

 以上の様に一つの機械で1時 間に1ト ンの製品が,

原料か ら見 る見る内に型が作られオープンか ら出て来

た時には立派),r出来上つている面白い程の能率のよさ
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にびつ くりし,こ の衛生的なオー トメーションを生み

出 した近代科学の恩恵が身近に感 じられた。

 今迄は クラッカーと云えばお菓子の様に思われて来

たが外国では常食 として用いられてお り,ビ スケッ ト

であれば甘味が強 く飽 きが来るが クラッカーは甘味 も

少ないので簡単な食事やスープの味を引き 立 て る浮

身,ビ ール等のつまみ,カ ナ ッペ,お やつ等に用いら

れ る。


